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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第94期
第１四半期
連結累計期間

第95期
第１四半期
連結累計期間

第94期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 38,204 47,674 158,923

経常利益 (百万円) 2,692 5,663 13,531

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,902 2,790 7,681

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 11,078 20,166 29,910

純資産額 (百万円) 193,596 231,106 211,949

総資産額 (百万円) 240,885 281,863 256,006

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 28.03 40.92 112.82

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 76.4 77.0 78.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,233 1,075 13,566

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △477 △12,265 △33,046

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 573 1,459 △6,972

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 52,835 17,094 24,911

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、ユナイテッド・スチールカンパニー(“スルブ”)BSC(c)は、平成25年５月からスルブカンパニー

BSC(c)に商号変更しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間における当社グループの経営環境は、需要の盛り上がりに欠ける状況が続

いております。

　日本におきましては、景気は持ち直し傾向にあるなか、若干の需要の回復を感じられるようになってま

いりましたが、電力料金値上げの影響から、収益の改善にまでは結びついておりません。

連結子会社を有する韓国、タイ国、また持分法適用関連会社を有する米国、サウジアラビア王国におき

ましては、いずれも2013年１月～３月の業績が当第１四半期連結累計期間に反映されます。

　韓国のワイケー・スチールコーポレーションでは建設需要と鉄筋販売価格の低迷に加え、償却費負担増

の影響も受け一層厳しい業況となっておりますが、その他の各連結子会社、持分法適用関連会社につきま

しては大きな変化はなく推移いたしました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前第１四半期連結累計期間と比べ9,469百万円増

の47,674百万円となりました。利益につきましては、営業利益は前第１四半期連結累計期間と比べ1,903

百万円増の2,452百万円、経常利益は前第１四半期連結累計期間と比べ2,970百万円増の5,663百万円、四

半期純利益は前第１四半期連結累計期間と比べ887百万円増の2,790百万円となりました。

　

　セグメントごとの業績は、次のとおりです。

鉄鋼事業（日本）

鉄鋼需要は若干回復したものの電力料金値上げの影響もあり、当事業の売上高は前第１四半期連結

累計期間と比べ2,613百万円増の12,067百万円、セグメント利益（営業利益）は前第１四半期連結累計

期間と比べ761百万円増の774百万円となりました。

　

鉄鋼事業（韓国）

建設需要の不振で厳しい状況が続くなか償却費負担増の影響も受け、当事業の売上高は前第１四半

期連結累計期間と比べ1,759百万円増（円安により円換算額は増加）の13,279百万円、セグメント損失

（営業損失）が778百万円（前第１四半期連結累計期間はセグメント利益（営業利益）116百万円）と

なりました。
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鉄鋼事業（タイ国）

当事業の業績は堅調に推移し、売上高は前第１四半期連結累計期間と比べ4,995百万円増の20,988百

万円、セグメント利益（営業利益）は前第１四半期連結累計期間と比べ1,978百万円増の2,637百万円

となりました。

　

軌道用品事業

当事業の売上高は前第１四半期連結累計期間と比べ105百万円増の1,274百万円、セグメント利益

（営業利益）は前第１四半期連結累計期間と比べ114百万円増の156百万円となりました。

　

その他

その他の売上高は前第１四半期連結累計期間と比べ５百万円減の63百万円、セグメント利益（営業

利益）は前第１四半期連結累計期間と比べ１百万円減の４百万円となりました。

　

(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、為替変動の影響により在外子会社の資産が増加した

こと等により、前連結会計年度末に比べ25,857百万円増加の281,863百万円となりました。

負債につきましては、為替変動の影響及び借入金の増加等により、前連結会計年度末に比べ6,700百万

円増加の50,757百万円となりました。

また、純資産につきましては、四半期純利益の増加、配当金の支払による減少の他、為替換算調整勘定が

14,449百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ19,156百万円増加の231,106百万円となり

ました。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動によ

るキャッシュ・フローが1,075百万円増加し、投資活動によるキャッシュ・フローが12,265百万円減少

し、財務活動によるキャッシュ・フローは1,459百万円増加しました。これに資金に係る換算差額の増

加1,912百万円を加えた結果、前連結会計年度末に比べ7,817百万円減少し、当第１四半期連結累計期間

末の資金残高は17,094百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において、営業活動による資金の増加は1,075百万円であり、前第１四半

期連結累計期間に比べ1,157百万円減少しました。これは主に、当第１四半期連結累計期間において、売

上債権の増減額が△4,659百万円（前第１四半期連結累計期間は406百万円）であったこと等によりま

す。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において、投資活動による資金の減少は12,265百万円であり、前第１四半

期連結累計期間に比べ11,788百万円増加しました。これは主に、当第１四半期連結累計期間において、

定期預金の預入による支出が△13,114百万円（前第１四半期連結累計期間は△3,271百万円）であっ

たこと等によります。

　

EDINET提出書類

大和工業株式会社(E01259)

四半期報告書

 4/19



　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において、財務活動による資金の増加は1,459百万円であり、前第１四半

期連結累計期間に比べ885百万円増加しました。これは主に、当第１四半期連結累計期間において、短期

借入金の純増減額が2,403百万円（前第１四半期連結累計期間は1,512百万円）であったこと等により

ます。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 171,257,770

計 171,257,770

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 69,750,000 69,750,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
100株であります。

計 69,750,000 69,750,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年６月30日 ― 69,750― 7,996 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿により記載し

ております。

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

200
― ―

(相互保有株式)
普通株式

2,501,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

67,217,100
672,171 ―

単元未満株式
普通株式

31,700
― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 69,750,000― ―

総株主の議決権 ― 672,171 ―

(注)  「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式が67株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

大和工業株式会社
兵庫県姫路市大津区吉美
380番地

200 ― 200 0.00

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

大和商事株式会社
兵庫県姫路市大津区吉美
380番地

2,500,000― 2,500,000 3.58

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

株式会社吉美
兵庫県姫路市大津区吉美
209―２

1,000 ― 1,000 0.00

計 ― 2,501,200― 2,501,200 3.58

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

大和工業株式会社(E01259)

四半期報告書

 7/19



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

大和工業株式会社(E01259)

四半期報告書

 8/19



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 60,526 67,530

受取手形及び売掛金 ※４
 30,146

※４
 36,193

商品及び製品 13,216 15,992

仕掛品 359 377

原材料及び貯蔵品 16,282 17,601

その他 1,538 1,586

貸倒引当金 △14 △17

流動資産合計 122,055 139,263

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,521 15,409

機械装置及び運搬具（純額） 31,569 33,714

土地 14,462 15,027

建設仮勘定 343 557

その他（純額） 293 302

有形固定資産合計 61,189 65,011

無形固定資産

のれん 2,337 2,247

その他 354 387

無形固定資産合計 2,691 2,635

投資その他の資産

投資有価証券 ※１
 40,977

※１
 44,331

出資金 ※１
 26,817

※１
 28,303

その他 2,462 2,507

貸倒引当金 △188 △188

投資その他の資産合計 70,068 74,953

固定資産合計 133,950 142,600

資産合計 256,006 281,863
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※４
 15,343

※４
 15,713

短期借入金 2,086 4,263

関係会社短期借入金 － 500

未払法人税等 625 939

賞与引当金 418 337

その他 6,999 8,636

流動負債合計 25,472 30,389

固定負債

長期借入金 5,640 6,400

繰延税金負債 9,096 9,706

退職給付引当金 2,192 2,321

役員退職慰労引当金 1,370 1,306

その他 284 633

固定負債合計 18,583 20,367

負債合計 44,056 50,757

純資産の部

株主資本

資本金 7,996 7,996

資本剰余金 341 341

利益剰余金 223,913 225,695

自己株式 △588 △588

株主資本合計 231,663 233,445

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,526 3,057

為替換算調整勘定 △33,786 △19,337

その他の包括利益累計額合計 △31,259 △16,279

少数株主持分 11,546 13,940

純資産合計 211,949 231,106

負債純資産合計 256,006 281,863

EDINET提出書類

大和工業株式会社(E01259)

四半期報告書

10/19



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 38,204 47,674

売上原価 35,056 42,026

売上総利益 3,148 5,647

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 1,155 1,507

給料及び手当 307 355

賞与引当金繰入額 72 97

退職給付引当金繰入額 27 26

役員退職慰労引当金繰入額 33 34

その他 1,002 1,173

販売費及び一般管理費合計 2,599 3,195

営業利益 549 2,452

営業外収益

受取利息 139 104

受取配当金 112 117

持分法による投資利益 2,011 2,882

デリバティブ評価益 86 44

その他 148 557

営業外収益合計 2,498 3,705

営業外費用

支払利息 195 143

デリバティブ評価損 122 339

その他 37 11

営業外費用合計 355 495

経常利益 2,692 5,663

特別利益

固定資産売却益 13 0

特別利益合計 13 0

特別損失

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 164 －

特別損失合計 165 0

税金等調整前四半期純利益 2,540 5,663

法人税、住民税及び事業税 723 1,637

法人税等調整額 △302 414

法人税等合計 420 2,051

少数株主損益調整前四半期純利益 2,120 3,611

少数株主利益 217 821

四半期純利益 1,902 2,790
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,120 3,611

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △363 531

為替換算調整勘定 9,321 16,023

その他の包括利益合計 8,958 16,554

四半期包括利益 11,078 20,166

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,067 17,770

少数株主に係る四半期包括利益 1,010 2,395
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,540 5,663

減価償却費 1,162 1,688

受取利息及び受取配当金 △251 △221

支払利息 195 143

持分法による投資損益（△は益） △2,011 △2,882

売上債権の増減額（△は増加） 406 △4,659

たな卸資産の増減額（△は増加） 360 △1,770

仕入債務の増減額（△は減少） △2,602 △382

その他 △400 120

小計 △601 △2,302

利息及び配当金の受取額 3,842 4,026

利息の支払額 △44 △0

法人税等の支払額 △962 △647

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,233 1,075

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,271 △13,114

定期預金の払戻による収入 3,655 1,389

有形固定資産の取得による支出 △871 △527

その他 10 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △477 △12,265

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,512 2,403

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △933 △936

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

その他 △4 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー 573 1,459

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,617 1,912

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,947 △7,817

現金及び現金同等物の期首残高 47,887 24,911

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 52,835

※
 17,094
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日)

　税金費用の計算

一部の子会社を除き、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  非連結子会社及び関連会社に対する主なものは次のとおりであります。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

投資有価証券(株式) 33,470百万円 36,132百万円

出資金 26,812百万円 28,298百万円

　

　２  特定融資枠契約

当社は、将来の資金需要に対して安定的、機動的かつ効率的な資金調達を可能にするため金融機関３

社と特定融資枠契約を締結しております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

特定融資枠契約の総額 20,000百万円 20,000百万円

借入実行残高 ― ―

差引額 20,000百万円 20,000百万円

　

　３  偶発債務

　　　(１)生産工場の工事契約に関する債務保証等（※設備代金の支払いに伴い減少致します。）

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

スルブカンパニーBSC(c)
（関連会社で持分法適用会社）
（注）１

9,565百万円 9,384百万円

　
　　　(２)金融機関からの借入金に対する債務保証

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

　

ユナイテッド・スルブカンパニー
（“サウジスルブ”）LLC
（関連会社で持分法適用会社）

921百万円 966百万円

スルブカンパニーBSC(c)
（関連会社で持分法適用会社）　
（注）１、２

16,104百万円 18,343百万円

　

(注) １　ユナイテッド・スチールカンパニー(“スルブ”)BSC(c)は、平成25年５月から、スルブカンパニーBSC(c)に商

号変更しております。

２　当社はスルブカンパニーBSC(c)の金融機関からの借入契約枠373百万米ドル（当第１四半期連結会計期間末

359百万米ドル）に対し、当社持分（49％）に応じた債務保証と当社が保有する全ての同社株式（28,105百万

円）の担保提供を行っております。また、当第１四半期連結会計期間より、同社の金融機関からの運転資金借

入契約枠100百万米ドル（当第１四半期連結会計期間末20百万米ドル）に対して、当社持分に応じた債務保証

を行っております。

なお、当社は同社と融資枠契約49百万米ドルを締結しておりますが、当第１四半期連結会計期間末の融資残高

はありません。

　

※４  　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理してお

　　　ります。
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　　　　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期

　　　間末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。　　　　　　　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 0百万円 0百万円

支払手形 114百万円 110百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

現金及び預金勘定 59,574百万円 67,530百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △6,738百万円 △50,435百万円

現金及び現金同等物 52,835百万円 17,094百万円

　

(株主資本等関係)

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,001 15平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,008 15平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）
　 報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

　
鉄鋼事業
（日本）

鉄鋼事業
（韓国）

鉄鋼事業
（タイ国）

軌道用品
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客へ
の売上高

9,45411,51915,9931,16838,135 6838,204 ― 38,204

(2) セグメント
間の内部売上高
又は振替高

119 ― ― ― 119 ― 119 △119 ―

計 9,57311,51915,9931,16838,255 6838,324△119 38,204

セグメント利益 13 116 659 41 831 5 837 △287 549

（注） １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、医療廃棄物処理、不動産事業

等を含んでおります。

　２　セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△287百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）
　 報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

　
鉄鋼事業
（日本）

鉄鋼事業
（韓国）

鉄鋼事業
（タイ国）

軌道用品
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客へ
の売上高

12,06713,27920,9881,27447,610 63 47,674 ― 47,674

(2) セグメント
間の内部売上高
又は振替高

101 ― ― ― 101 ― 101 △101 ―

計 12,16913,27920,9881,27447,711 63 47,775△101 47,674

セグメント利益
又はセグメント
損失（△）

774 △778 2,637 156 2,790 4 2,795△342 2,452

（注） １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、医療廃棄物処理、不動産事業

等を含んでおります。

　２　セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用

    △342百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　３　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(企業結合等関係)

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

　１株当たり四半期純利益 28円03銭 40円92銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(百万円) 1,902 2,790

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,902 2,790

    普通株式の期中平均株式数(千株) 67,879 68,191

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月８日

大和工業株式会社

取締役会  御中

　

あらた監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   萩　　森　　正　　彦    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   西　　川　　浩　　司    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大和
工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大和工業株式会社及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

大和工業株式会社(E01259)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

